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第１１節 貨物取扱関係手続 

 

システム参加保税地域に蔵置されている貨物であり、貨物情報がシステムに登録されている貨物に

ついて、システムを使用して内容点検、改装・仕分け、その他の手入れ又は仕合せに係る手続を行う

場合は、この節の定めるところによる。 

システムに登録された他所蔵置場所に蔵置されている貨物について、システムを使用して関税法第

36条第２項（保税地域についての規定の準用等）に規定する届出を行う場合の手続も同様とする。 

また、貨物の取扱い作業において、貨物の事故等を発見した場合は、その旨を倉主等に速やかに連

絡する。連絡を受けた倉主等は、この章第６節（蔵置中貨物に係る手続）の定めるところにより所要

の手続を行うものとする。 

 

１ 貨物取扱登録（内容点検） 

(1) 手続手順 

イ 倉主等以外の利用者が行う貨物取扱い 

貨物取扱い（内容点検、その他の手入れ）について、取扱い場所の倉主等以外の利用者が貨

物の取扱いを行う場合（他所蔵置場所における貨物取扱いの届出を行う場合を含む。）は、取扱

いをしようとする者があらかじめ貨物取扱いの登録を行う。 

なお、取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等は、他の利用者がシステムに登録した貨物

の取扱いについて結果の通知をする場合、取扱作業終了後、後記５（貨物取扱結果通知）によ

り取扱作業が終了した旨をシステムに登録する。 

ロ 倉主等又はシステム利用者でない者が行った貨物取扱い 

貨物取扱い（内容点検、その他の手入れ）で、取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等が

自ら行った貨物の取扱い又はシステム利用者以外による取扱いについては、取扱場所の倉主等

がシステムに登録を行う。 

 

(2) 登録の方法 

「貨物取扱登録（内容点検）」業務（業務コード：ＳＨＮ）を利用して、次の事項を入力し送信

する。 

［１］取扱種別（「取扱種別＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

内容点検 Ａ 

その他の手入れ Ｂ 

［２］取扱場所コード（「取扱場所」欄） 

取扱い場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［３］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

取扱開始年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［４］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

取扱開始時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 
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取扱場所を管理する倉主等以外の利用者がシステムに登録する場合は、必須入力する。 

［５］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［６］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

取扱場所を管理する倉主等以外の利用者がシステムに登録する場合は、必須入力する。 

［７］記事（「記事」欄） 

取扱場所が他所蔵置場所の場合は、他所蔵置許可番号等を入力する。 

※ 以下［８］から［12］までの項目は、最大９欄まで繰り返し入力することができる。 

［８］貨物管理番号（「貨物管理番号」欄） 

Ｂ／Ｌ番号（ＣＴ－Ｂ／Ｌ番号を含む。）又は輸出管理番号を必須入力する。 

［９］コンテナ番号（「コンテナ番号」欄） 

コンテナ詰めされている場合は、コンテナ番号を入力する。 

［10］取扱個数（「取扱個数」欄） 

取扱個数を入力する。 

［11］取扱数量（「取扱数量」欄左） 

取扱いを行う貨物の重量又は容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［12］数量単位コード（「取扱数量」欄右） 

「取扱数量」欄左を入力した場合は、重量又は容積の単位を数量単位コード（総重量

及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入力する。 

 

(3) 出力情報 

前記(2)（登録の方法）により貨物取扱いが登録された場合は、次の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱 

（内容点検）情報 

ＳＡＬ００２０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 貨物が他所蔵置されていない場合。 

② 取扱場所が登録者の管理する保税地

域でない場合。 

貨物が蔵置され

ている保税地域 

貨物取扱届 

（内容点検）情報 

ＳＡＬ００１０ 貨物が他所蔵置されている場合。 登録者 

税関 

（保税担当部門） 

 

２ 貨物取扱登録（改装・仕分け） 

(1) 手続手順 

イ 倉主等以外の利用者が行う貨物取扱い 

貨物取扱い（改装・仕分け）について、取扱場所の倉主等以外がシステムに登録する場合（他

所蔵置場所における貨物取扱いの届出を行う場合を含む。）は、取扱いをしようとする者があら

かじめ貨物取扱いのシステムに登録を行う。 

なお、取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等は、他の利用者がシステムに登録した貨物
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の取扱いについて、取扱作業終了後、結果の通知をする場合、後記５（貨物取扱結果通知）に

より取扱作業が終了した旨をシステムに登録する。 

ロ 倉主等又はシステム利用者でない者が行った貨物取扱い 

貨物取扱い（改装・仕分け）で、取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等が自ら行った貨

物の取扱い又はシステム利用者以外による取扱いについては、取扱場所の倉主等がシステムに

登録を行う。 

 

(2) 登録の方法 

「貨物取扱登録（改装・仕分け）」業務（業務コード：ＳＨＳ）を利用して、次の事項を入力し

送信する。 

なお、貨物取扱許可を要する行為と同一の行為であって、改装、仕分けを伴う場合は、この章

第 10節（貨物取扱許可申請関係手続）の定めるところにより事前に貨物取扱許可を受ける必要が

ある。 

また、貨物の仕分けには、貨物情報から複数の貨物情報を作成し、以後仕分けされた貨物情報

により処理を行う「仕分け」と、貨物情報から内取り分の貨物情報を作成し、仕分け前後の貨物

情報それぞれにより処理を行う「内取り」の２種類が存在する。 

【１．仕分け枝番付与イメージ】 

     貨物管理番号：ABC100   仕分け    ABC100A    仕分け    ABC100AA 

                         ABC100B           ABC100AB 

（注）「仕分け」では、仕分け前の貨物管理番号は無効となり、以後システムで扱うことはでき

ない。 

 

【２．内取り枝番付与イメージ】 

     貨物管理番号：ABC100   内取り    ABC100     内取り    ABC100 

                         ABC100A           ABC100B 

（注）「内取り」では、仕分け前の貨物管理番号も引き続き有効であり、何れの貨物管理番号も

システム処理で扱う。 

 

また、「仕分け」及び「内取り」の場合に作成される貨物情報には枝番が付与されることから、

以後のシステム処理は当該貨物管理番号（枝番を含む。）をもって行う。 

（注）貨物管理番号とは、Ｂ／Ｌ番号（ＣＴ－Ｂ／Ｌ番号を含む。）又は輸出管理番号のことを

いう。 

 

＜共通部＞ 

［１］貨物取扱許可申請番号（「許可申請番号」欄） 

貨物取扱許可を受けた場合に入力する。 

［２］仕分数（「仕分数＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

改装 「１」 
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区 分 コード 

仕分け 「２」から「２０」 （仕分数を入力する。） 

内取り 「０」 

［３］取扱場所コード（「取扱場所」欄） 

取扱場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力は要しない。 

［４］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

取扱開始年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［５］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

取扱開始時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

取扱場所を管理する倉主等以外の利用者がシステムに登録する場合は、必須入力する。 

［６］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［７］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

取扱場所を管理する倉主等以外の利用者がシステムに登録する場合は、必須入力する。 

［８］仕分前の貨物管理番号（「仕分前貨物管理番号＊」欄） 

Ｂ／Ｌ番号（ＣＴ－Ｂ／Ｌを含む。）又は輸出管理番号を必須入力する。 

［９］記事（「記事」欄） 

取扱場所が他所蔵置場所の場合は、他所蔵置許可番号等を入力する。 

 

＜繰返部＞ 

※ 以下［10］から［19］までの項目は、最大 20欄まで繰り返し入力することができる。 

［10］仕分後の個数（「仕分後個数」欄左） 

仕分け後の個数を入力する。 

なお、個数で表現できない貨物の場合は、「１」を入力する。 

バンニング情報がシステムに登録された輸出貨物（積戻し貨物を含む。）の場合は、入

力不可。 

「改装」の場合は、２欄目以降の入力不可。 

「内取り」の場合は１欄目に内取り元の情報（残数の情報）、２欄目に内取りの仕分け

子の情報（内取る情報）を入力する。 

［11］仕分後の個数単位コード（「仕分後個数」欄右） 

仕分け後の個数の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

バンニング情報が登録された輸出貨物（積戻し貨物を含む。）の場合は、入力不可。 

［12］仕分後の重量（「重量」欄左） 

仕分け後の重量を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

バンニング情報がシステムに登録された輸出貨物（積戻し貨物を含む。）の場合は、入

力不可。 

［13］仕分後の重量単位コード（「重量」欄右） 



２－１１－５ 

 

 

仕分け後の重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）

で入力する。 

バンニング情報がシステムに登録された輸出貨物（積戻し貨物を含む。）の場合は、入

力不可。 

［14］仕分後の容積（「容積」欄左） 

仕分け後の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

バンニング情報がシステムに登録された輸出貨物（積戻し貨物を含む。）の場合は、入

力不可。 

［15］仕分後の容積単位コード（「容積」欄右） 

「容積」欄左を入力した場合は、仕分け後の容積の単位を数量単位コード（総重量及

び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入力する。 

バンニング情報が登録された輸出貨物（積戻し貨物を含む。）の場合は、入力不可。 

［16］仕分後の品名（「仕分後品名」欄） 

仕分け後の品名を必須入力する。 

［17］仕分後の記号番号（「仕分後記号番号」欄） 

仕分け後の記号及び番号を必須入力する。 

［18］仕分後の危険貨物等コード（「仕分後危険貨物等」欄） 

貨物取扱い後の貨物に危険貨物等がある場合は、危険貨物等コード（「業務コード集」

参照）を入力する。 

※ ［19］の項目は、［10］の項目一覧につき最大 200欄まで繰り返し入力することができる。 

［19］仕分後のコンテナ番号（「仕分後コンテナ番号」欄） 

コンテナ詰め貨物の場合は、仕分け後のコンテナ番号を必須入力する。 

 

(3) 出力情報 

上記(2)（登録の方法）により貨物取扱登録を行った場合は、次の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱 

（改装・仕分け）

情報 

ＳＡＬ００４１ 次の条件を全て満たす場合。 

① 貨物が他所蔵置されていない場

合。 

② 取扱場所が登録者の管理する保税

地域でない場合。 

登録者注１ 

貨物が蔵置されて

いる保税地域注２ 

次の条件を全て満たす場合。 

① 貨物が他所蔵置されていない場

合。 

② 取扱場所が登録者の管理する保税

地域の場合。 

登録者注 1 

貨物取扱届 

（改装・仕分け）

情報 

ＳＡＬ００３１ 貨物が他所蔵置されている場合。 登録者 

税関 

（保税担当部門） 
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（注１）登録者が「輸出貨物情報登録」業務（業務コード：ＥＣＲ）又は「積戻貨物情報登録」

業務（業務コード：ＲＣＲ）を実施した利用者と異なる場合は、当該利用者にも出力す

る。 

（注２）システム参加保税地域の場合のみ出力する。 

 

(4) 留意事項 

見本持出許可後に「見本持出確認登録」業務（業務コード：ＭＨＯ）が実施されていなければ、

「貨物取扱登録（改装・仕分け）」業務（業務コード：ＳＨＳ）を実施した場合、見本持出確認

登録が行われていない旨の注意喚起メッセージが出力される。 

 

３ 貨物取扱登録（仕合せ）（輸出貨物及び積戻し貨物） 

(1) 手続手順 

イ 倉主等以外の利用者が行う貨物取扱い 

輸出貨物、積戻し貨物に係る貨物取扱い（仕合せ）について、取扱場所の倉主等以外の利用

者が貨物の取扱いを行う場合（他所蔵置場所における貨物取扱いの届出を行う場合を含む。）は、

取扱いをしようとする者があらかじめシステムに登録を行う。 

なお、取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等は、他の利用者が登録した貨物の取扱いに

ついて、取扱作業終了後、結果の通知をする場合、後記５（貨物取扱結果通知）により取扱作

業が終了した旨をシステムに登録する。 

ロ 倉主等又はシステム利用者でない者が行った貨物取扱い 

貨物取扱い（仕合せ）で、取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等が自ら行った貨物の取

扱い又はシステム利用者以外による取扱いについては、取扱場所の倉主等がシステムに登録を

行う。 

 

(2) 登録の方法 

「貨物取扱登録（仕合せ）」業務（業務コード：ＣＨＵ）を利用して、次の事項を入力し送信す

る。 

なお、仕合せの登録を行うことにより、「仕合前輸出管理番号」欄に最初に入力された輸出管理

番号に枝番が付与され、仕合せ後の輸出管理番号となる。以後のシステム処理は当該輸出管理番

号（枝番を含む。）をもって行う。 

［１］取扱場所コード（「取扱場所」欄） 

取扱場所を保税地域コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

入力者が自ら管理する保税地域の倉主等である場合は、入力を要しない。 

［２］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

取扱開始年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［３］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

取扱開始時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

取扱場所を管理する倉主等以外の利用者がシステムに登録する場合は、必須入力する。 

［４］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 
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［５］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

取扱場所を管理する倉主等以外の利用者がシステムに登録する場合は、必須入力する。 

※ ［６］の項目は、最大９欄まで繰り返し入力することができる。 

［６］仕合前の輸出管理番号（「仕合前輸出管理番号」欄） 

輸出管理番号は最大９件まで入力可能であり、最初に入力された輸出管理番号に枝番

が付与される。 

［７］仕合後の個数（「仕合後個数＊」欄左） 

仕合せ後の個数を必須入力する。 

なお、個数で表現できない貨物の場合は、「１」を入力する。 

［８］仕合後の個数単位コード（「仕合後個数＊」欄右） 

仕合せ後の個数の単位を包装種類コード（「業務コード集」参照）で必須入力する。 

［９］仕合後の重量（「仕合後重量＊」欄左） 

仕合せ後の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［10］仕合後の重量単位コード（「仕合後重量＊」欄右） 

仕合せ後の重量の単位を数量単位コード（総重量及び総容積）（「業務コード集」参照）

で必須入力する。 

［11］仕合後の容積（「仕合後容積」欄左） 

仕合せ後の容積を入力する。 

なお、小数点以下第３位まで入力することができる。 

［12］仕合後の容積単位コード（「仕合後容積」欄右） 

「仕合後容積」欄左を入力した場合は、仕合せ後の容積の単位を数量単位コード（総

重量及び総容積）（「業務コード集」参照）で必須入力する。 

［13］仕合後の品名（「仕合後品名＊」欄） 

仕合せ後の品名を必須入力する。 

［14］仕合後の記号番号（「仕合後記号番号＊」欄） 

仕合せ後の記号及び番号を必須入力する。 

［15］仕合後の危険貨物等コード（「仕合後危険貨物等コード」欄） 

貨物取扱い後の貨物に危険貨物等がある場合は、危険貨物等コード（「業務コード集」

参照）を入力する。 

［16］記事（「記事」欄） 

取扱い場所が他所蔵置場所の場合は、他所蔵置許可番号等を入力する。 

【枝番付与イメージ】 

      輸出管理番号：100024A            100046      仕合せ  100046A 

      輸出管理番号：100035     仕合せ    100024AA     

（先頭に入力された輸出管理番号に枝番が付与される。） 

(3) 出力情報 

上記(2)（登録の方法）により貨物の取扱いが登録された場合は、次の情報がそれぞれ配信され

る。 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱 

（仕合せ）情報 

ＳＡＬ００６０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 貨物が他所蔵置されていない場

合。 

② 取扱場所が登録者の管理する保

税地域でない場合。 

登録者注３ 

貨物が蔵置されて

いる保税地域注４ 

次の条件を全て満たす場合。 

① 貨物が他所蔵置されていない場

合。 

② 取扱場所が登録者の管理する保

税地域の場合。 

登録者注３ 

貨物取扱届 

（仕合せ）情報 

ＳＡＬ００５０ 貨物が他所蔵置されている場合。 登録者 

税関 

（保税担当部門） 

（注３）登録者が「輸出貨物情報登録」業務（業務コード：ＥＣＲ）又は「積戻貨物情報登録」

業務（業務コード：ＲＣＲ）を実施した利用者と異なる場合は、当該利用者にも出力す

る。 

（注４）システム参加保税地域の場合のみ出力する。 

 

４ 貨物取扱取消 

前記１（貨物取扱登録（内容点検））から３（貨物取扱登録（仕合せ）（輸出貨物及び積戻し貨物

のみ））までにより登録された貨物取扱いを取消す場合の手続は次による。 

なお、登録後の訂正はできないことから、貨物取扱いを取り消した後に、改めて貨物取扱いを登

録する。 

(1) 取消手続 

イ 届出以外の場合 

前記１（貨物取扱登録（内容点検））から３（貨物取扱登録（仕合せ）（輸出貨物及び積戻し

貨物のみ））までの貨物取扱い（届出を除く。）の取消しは、貨物取扱登録を行った利用者が行

う。 

ロ 届出の場合 

システムに登録された他所蔵置場所における前記１（貨物取扱登録（内容点検））から３（貨

物取扱登録（仕合せ）（輸出貨物及び積戻し貨物のみ））までによる届出の取消しは税関が行う。 

届出者は、当該届出を取り消す必要がある場合は、「ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出」に貨物取

扱届の取消しが必要な旨、貨物取扱番号、貨物管理番号、他所蔵置場所及び事由等、必要事項

を記入の上、貨物取扱届出確認書を添付して、税関（保税担当部門）に提出する。 

なお、「ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出」の提出については、税関手続関連（共通編）-共通手

続-第２章第２節（汎用申請関係手続）に定める「汎用申請」業務（業務コード：ＨＹＳ）によ

り提出することもできるが、この場合には貨物取扱届出確認書の添付を要しない。 

税関は取消しを認めた場合に、システムに登録されている届出の取消しを行う。 
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(2) 取消方法 

「貨物取扱取消」業務（業務コード：ＳＨＣ）を利用して次の事項を入力し送信する。 

［１］貨物取扱番号または貨物取扱許可申請番号 

（「貨物取扱番号または貨物取扱許可申請番号＊」欄） 

貨物取扱番号または貨物取扱許可申請番号を必須入力する。 

［２］記事（「記事」欄） 

税関における審査に必要となる事項等を入力する。 

 

(3) 出力情報 

上記(2)（取消方法）により貨物取扱登録が取り消された場合は、次の情報がそれぞれ配信さ

れる。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱取消通

知情報 

ＳＡＬ０１１０ 取扱場所が他所蔵置場所である場合。 届出者 

取扱場所が他所蔵置場所でなく、登録

者の管理する保税地域でない場合。 

貨物が蔵置されて

いる保税地域注５ 

（注５）輸出貨物の「改装・仕分け」又は「仕合せ」の取消しであり、登録者が「輸出貨物

情報登録」業務（業務コード：ＥＣＲ）又は「積戻貨物情報登録」業務（業務コード：

ＲＣＲ）を実施した利用者と異なる場合は、当該利用者にも出力する。 

 

５ 貨物取扱結果通知 

取扱場所（他所蔵置場所を除く。）の倉主等は、他の利用者（貨物取扱許可申請者を含む。）が前

記１（貨物取扱登録（内容点検））から３（貨物取扱登録（仕合せ）（輸出貨物、積戻し貨物のみ））

まで又はこの章 10節１（貨物取扱許可申請）によりシステムに登録した取扱い並びに許可された貨

物の取扱いについて、取扱作業が終了した場合は、貨物取扱結果通知の登録を行うことにより、貨

物取扱の登録を行った利用者に取扱いが終了した旨を通知することができる。 

また、通知を取り消す場合も本業務で行う。 

なお、貨物の取扱作業において、貨物の事故等を発見した場合には、倉主等はこの章第６節（蔵

置中貨物に係る手続）により所要の手続を行う。 

(1) 登録の方法 

「貨物取扱結果通知」業務（業務コード：ＣＨＩ）を利用して、次の事項を入力し送信する。 

［１］処理区分コード（「処理区分＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

結果の通知 ９ 

通知の取消 １ 

［２］貨物取扱番号または貨物取扱許可申請番号 

（「貨物取扱または貨物取扱許可申請番号＊」欄） 

貨物取扱番号又は貨物取扱許可申請番号を必須入力する。 
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(2) 出力情報 

上記(1)（登録の方法）により貨物取扱結果通知を登録した場合は、次の情報がそれぞれ配信さ

れる。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱結果通

知情報 

 

ＳＡＬ０１２０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄が「９」（結果の

通知）の場合。 

② 貨物取扱登録時に登録された貨物

取扱場所を管理する利用者と、貨

物取扱登録を行った利用者が異な

る場合。 

貨物取扱登録を行

った利用者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄が「９」（結果の

通知）の場合。 

② 貨物取扱許可申請時に登録された

貨物取扱場所を管理する利用者

と、貨物取扱許可申請を行った利

用者が異なる場合。 

貨物取扱許可申請

を行った利用者 

貨物取扱結果取

消通知情報 

 

ＳＡＬ０１３０ 

 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄が「１」（通知の

取消）の場合。 

② 貨物取扱登録時にシステムに登録

された貨物取扱場所を管理する利

用者と、貨物取扱登録を行った利

用者が異なる場合。 

貨物取扱登録を行

った利用者 

次の条件を全て満たす場合。 

① 「処理区分＊」欄が「１」（通知の

取消）の場合。 

② 貨物取扱許可申請時にシステムに

登録された貨物取扱場所を管理す

る利用者と、貨物取扱許可申請を

行った利用者が異なる場合。 

貨物取扱許可申請

を行った利用者 

 


